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グ
リ
フ
ィ
ス
は
一
八
四
三
年
九
尽
に
生
れ
、
一

八
六
五
年
ラ
ト
ガ

l
ズ
大
学
に
入
学
し
た
。
在
学

中
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
初
め
て
留
学
し
て
き
た
二
人

の
日
本
人
学
生
の
た
め
に
家
庭
教
師
を
し
た
。
こ

れ
が
彼
の
一
生
を
決
し
た
。
卒
業
後
彼
は
福
井
藩

の
藩
校
明
新
館
に
招
か
れ
一
八
七

O
年
十
二
月

(
明
治
三
年
)
来
日
し
た
。
一
年
近
く
福
井
に
滞

在
し
た
後
、
東
京
開
成
学
校
(
後
の
東
京
帝
国
大

学
)
の
講
師
に
な
り
、
一
八
七
四
年
帰
国
し
た
。

以
後
彼
は
日
本
に
闘
し
多
数
の
著
書
、
数
百
の

論
文
を
あ
ら
わ
し
、
三
千
四
の
講
義
を
行
な
っ

た
。
一
九
二
八
年
二
月
彼
は
死
去
し
た
。
彼
の
遺

言
に
よ
り
、
彼
の
蔵
書
、
切
抜
き
、
原
稿
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
メ
モ
類
が
ラ
ト
ガ

l
ズ
大
学
に
寄
贈

杉
原

グ
リ
フ
ィ
ス
の
遺
稿

さ
れ
、
い
ま
グ
リ
フ
ィ
ス
集
書
と
な
っ
て
い
る
。

グ
リ
フ
ィ
ス
集
書
は
二
十
九
の
箱
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
十
一
は
日
本
に
関
す
る
も

の
、
四
が
朝
鮮
、
三
が
支
那
、
一
が
そ
の
他
で
あ

る
。
集
書
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
ノ

l
ト
、
手
紙
、

論
文
(
刊
行
お
よ
び
未
刊
行
の
原
稿
)
、
他
の
著

者
の
論
文
、
数
千
の
切
抜
き
を
含
ん
で
い
る
。

彼
の
ノ

i
ト
や
原
稿
の
大
部
分
は
彼
の
著
書
に

取
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
我
々
に
と
っ
て
興

味
の
あ
る
の
は
、
彼
の
未
刊
行
原
稿
で
あ
る
。
一

昨
年
夏
ラ
ト
ガ

I
ズ
大
学
か
ら
パ

i
ク
ス
氏
が
福

井
大
学
を
訪
ね
て
来
ら
れ
た
機
会
に
、
グ
リ
フ
ィ

ス
の
未
刊
行
原
稿
三
編
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

し
て
福
井
大
学
に
送
っ
て
ほ
し
い
旨
ラ
ト
ガ
l
ズ

「大名の政府」の長初の 1民
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大
学
に
要
請
し
た
。

こ
の
申
出
は
幸
に
し
て
満
た
さ
れ
、
昨
年
秋
ラ

ト
ガ

l
ズ
大
学
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を
送
っ
て
き
た
。

い
ま
福
井
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

三
編
の
未
刊
行
原
稿
と
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

便
宜
上
題
名
を
邦
訳
し
て
お
く
。

「
大
名
の
政
府
」
十
七
枚
。
福
井
藩
の
政
治
機

構
等
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
。

「
あ
と
が
き
」
四
十
二
枚
(
全
四
十
七
枚
の
う

ち
五
枚
欠
け
て
い
る
。
)
な
に
か
の
著
書
の
最
終

章
に
当
て
る
つ
も
り
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
に

お
け
る
最
初
の
印
象
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
日
本
人
の
階
級
」
十
五
枚
。
彼
は
日
本
人
を

九
階
級
に
分
類
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
近
く
邦
訳
し
て
発
表
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
伝
お
本
稿
に
お
け
る
グ
リ
フ
イ
ス
集
室
百

に
関
す
る
部
分
は
「
ア
ジ
ア
研
究
雑
誌
」
第
二

O

巻
第
一
号
(
一
九
六

O
年
十
一
月
)
に
、
パ
ー
ク

ス
氏
お
よ
び
ク

l
パ

l
マ
ン
民
の
連
名
で
報
告
さ

れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。
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